






Development of Mark-sensing Cards and Processing Support System























































































































































































































































































ンとしてコンパイルした。生成された EXEファイルは，後述の Excel VBAから
呼び出して使用する。csvファイル及び Excelファイル上のデータは，VBAで処
理する。




































その際，今日広く用いられている Microsoft 社の表計算ソフト Excel ファイル
を基礎としたことで，ユーザー・インターフェースの可変性や補助プログラムの
互換性を考慮し，システムに拡張性を持った。Excel VBAに関する基礎的知識が
あれば，利用者による多様な利用形態，出席管理に対応するよう新たな機能を付
け足すことが可能である。
本稿で提案した補助プログラムを呼び出すシステム構成は，出席管理だけでは
なくアンケート調査の集計処理や試験の採点にも応用可能である。一例として，
選択肢並列されたマークシートを処理する補助プログラムの開発などが考えられ
る。このような機能拡張は，既存のマークシート集計ソフトへの機能拡張に比し
て開発コストが低く抑えられる。
入力にあたってのインターフェイスは，マクロを登録した図形であるため，従
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来の専用プログラムとは異なって自由に変形させることが可能であり，入力の負
担感を減らすことが可能である。
また，マークシート・リーダーのような専用のハードウェアや高価で導入数の
少ないソフトウェアにも依存しないため，システムの導入にあたって初期コスト
を抑えられるとともに，ハードウェアの更新も自由に行える。システムの導入後も
最新の機種で動作させることができると思われる。本稿で提案したシステム構成
の場合，普遍的なソフトウェアとハードウェアおよびオープンソースで開発した補
助プログラムを利用しているため，自発的裁量で手軽なシステム導入を促しうる。
５．今後の課題
受講生が100人を超える講義において，受講生の出席確認や出席カードに書か
れた感想等へのコメントは多大なコストを要するため容易には実現しない。本稿
の目的は，マークシートを取り入れた出席カードと出席カードの採点支援プログ
ラムを実装することで，この問題に応える教育工学的手法を提案することであった。
本稿において提案した出席カードと採点支援システムは，たんに出席カードの
集計作業を効率化させるだけなく，これまで実現の難しかった受講生から提出さ
れた出席カードにフィードバックを可能にした。フィードバックにより学習者の
学習意欲の向上に結びつくことが期待される。
今後は，本システムの利用者のコンピュータ・リテラシーのばらつきを想定し
て，どのようにシステムの導入支援を行うかを検討していきたい。また，本シス
テムを実際に授業の中で利用し続け，より効率的な支援ができるように，さらな
る追加機能を提案していきたいと考えている。
註
(１) 一例として，日本大学の事例では，TA の職務内容の3割弱が出欠確認にあると報告
されている（北野，2002）。教員あるいは TA によるフィードバックをするだけの時間
的リソースを，出席カードの集計作業が消費している実態がある。
(２) 本稿の内容は，筑波大学教育学会第12回大会にて発表した内容を，大幅に加筆修正
したものである。
(３) 山下（2010）は，日本国内で代表的な３つのマークシートのランニングコストを比
較している。マークシートを取り扱う主要２社の製品は，スキャンしたデータを処理す
るソフトウェアが高額であるか，ソフトウェアが無料であっても専用の用紙の購入が必
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要であり，受講生100人程度の授業の出欠確認にはコストが見合わない。また，残る１
つとして神奈川県立総合教育センターがマークシートの作成用ソフトウェアと読み取り
用ソフトウェアを無料公開していたが，公開事業が終了している。各授業科目における
支援システムとしての有用性は高いと推論されているが，定着への課題が示されている。
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